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日本工学院専門学校 2019年度 建築演習４

科目基礎情報

建築設計科 後期

2年次 必修 60時間

2単位 講義､実習

　この授業では、学生間・教員と学生のコミュニケーションを重視する。キャリア形成の観点から、授業中の私語や受講態度などには厳しく対応する。

理由のない遅刻や欠席は認めない。授業に出席するだけでなく、社会への移行を前提とした受講マナーで授業に参加することを求める。就活において

は、自分でも情報を収集し考えること。ただし、授業時数の４分の３以上出席しない者は不合格とする。

必要に応じ資料を配布

担当教員情報

赤石　辰夫　、　小林　郁夫 実務経験の有無・職種 有・工事管理／建築設計

学習目的

　この科目を受講する学生は、建築の仕組みや仕事を理解し興味を持つこと、そしてどのように職種につきたいかを考えることが第一の目的である。

そして、業界研究をし就活に向けての基礎知識を身につけることを目指すものである。また、社会でもとめられるコミュニケーション力を身につけて

いく狙いもある。

到達目標

　この科目では、学生が、日々活動している社会の中で自分を位置付けること、業種・企業・職種を自分の適性や興味・関心と結びつけて理解するこ

と、社会にでてから活動するために必要な能力を具体的にイメージすること、社会や組織で協働することの重要性を理解することなどができるように

なることを目標にしている。

教育方法等

　この授業では、就職・進路に対する意識を高めること。さらに社会に出る前にスクルを高まるため、資格試験対策の補講として行う。就職そしてさらに

資格を取得することを目的とする。

資格試験対策 二級建築施工管理技術者資格試験対策

評

価

方

法

備　　考

業務内容の理解度を確認するために実施する

時間を守り授業の取り組み度合いを評価する

積極的な授業参加度、授業態度によって評価する

授業計画（１回～１５回）

授業内容 各回の到達目標

なりたい自分をつくる 自分の現在の目標確認(レポートによる文章作成）

資格試験対策 二級建築施工管理技術者資格試験対策

資格試験対策 二級建築施工管理技術者資格試験対策

資格試験対策 二級建築施工管理技術者資格試験対策

卒業制作 卒業制作　作業指導

卒業制作 卒業制作　作業指導

卒業制作 卒業制作　作業指導

卒業制作 卒業制作　作業指導

卒業制作 卒業制作　作業指導

選抜講評会 卒業制作　講評会を聴講

なりたい自分の確認 社会に出てからの自分の目標確認(レポートによる文章作成）

プレゼンテーション講義 ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）

プレゼンテーション講義 ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）

プレゼンテーション講義 ポスターコンテスト作品制作（プレゼンテーション能力の向上）


